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1923 年当時は、千曲川から揚水していたが、戦後 1953 年
から神川から導水するようにした。 

研
究
を
始
め
た
当
時
は
１
９
２
３
年
か
ら
稼
働

し
て
い
た
３
つ
の
ろ
過
池
が
現
役
だ
っ
た
。 

研
究
し
た
当
時
は
、
千
曲
川
の
支
流
神
川
か
ら
自
然
流
下
で
導
水
し
て
い
た
。
上
流
は
菅
平
高
原
だ
っ
た
。 



 

 

火
山
灰
土
は
、
リ
ン
を
吸
着
す
る
の
で
、

河
川
に
施
肥
し
た
リ
ン
が
流
出
し
な
い
。 

菅平高原は火山灰土で、高原野菜の栽培が盛ん。 
 

ダ
ム
湖
で
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
繁
殖
の
制
限
要
因
の
リ
ン

は
宿
泊
施
設
と
結
論
。
下
水
処
理
場
が
建
設
さ
れ
た
。 

下水処理水がダム湖へ流入すると、更に、植物
プランクトンが繁殖するとわかり、ダム際に放
流し、そのまま、ダムから放流された。 



 

 

東京都の水道水源ダム湖での淡水赤潮現象を研究していた。 
川から湖の境界で、新しい環境に適した生物が繁殖する。 

ダ
ム
湖
へ
の
栄
養
塩
の
流
入
負
荷
を
調
査
。 

ダム湖への流入水（高原野菜畑の影響がある神川と、影響がない
大明神沢）を連日採水して、栄養塩濃度の変化を調べた。 
2 年間、土日を除く、毎日午前中に採水。 



 

 

上田市には、石舟と染屋の二つの浄水場がある。一つのろ過池の面積は
780m2、5 池と 13 池、合計 18 池もある。 

海
抜
７
０
０
ｍ
の
石
舟
の
方
が
、
藻
の
浮
上
が
著
し
か
っ
た
。 

砂層面の藻の光合成で生産された酸素が、溶けきれずに
気泡が生ずる。溶存酸素濃度が過飽和になるので気泡が
生ずる。気圧、海抜高度、水深が関係する。 



 

 
高崎市若田浄水場を建設した当時は、ろ過池での藻の繁殖は悪いと
考えていた。だから、水深を深くし底まで日射が到達しないように
との設計だった。 

長野県は山国、海抜高度で溶存酸素飽和度が変わる。
湖沼調査では常に気圧を気にする必要があった。 



 

 

水
深
が
浅
い
と
冬
で
も
藻
が
盛
ん
に
繁
殖
。 

緩
速
ろ
過
は
、
生
物
群
集
の
活
躍
に
よ
る
浄
化
と

考
え
る
と
。
設
計
思
想
が
変
わ
る
。 

日本の設計指針や維持管理指針を書く人は、平野部に住む大都会の
人。だから、海抜高度に関心がなかった。でも、日本は山国。 

冬期は上田市染屋浄水場のろ
過池の水面が凍結する。凍結
防止の工夫をしている。 

藻の光合成のためには、水深が
浅ければ浅いほど良さそうだ。 



 

 

浅
け
れ
ば
、
厳
寒
期
で
も

藻
が
繁
殖
し
た
。 

水深１ｍのろ過池の砂層表面の藻を調べると、厳寒期は、砂面での糸状
藻類は繁殖しないで、河床で繁殖した付着藻類が砂面に蓄積していた。 

斜
め
壁
の
浅
い
所
で
は
、

藻
が
盛
ん
に
繁
殖
す
る
。 

大正 12 年のろ過池の
壁は斜め、藻の繁殖に
は良い設計。耐震性も
良い。 



 

 

河川の水面が凍結しても、その下で、糸状藻類は盛んに繁殖する。 

染屋浄水場のろ過池は厳寒期は、
水面が凍結。 

染屋浄水では、見学者用に
微小生物の活躍が大切とい
う看板を作ってっくれた。 



 

 

水
深
を
極
端
に
浅
く
す
る
と
水
圧
が
小

さ
く
な
り
気
泡
が
生
じ
や
す
く
な
る
。 

高崎市では「藻は正義の味方」
という看板を作ってっくれた。 

私たちは、気圧の変化に気づきにくいが、
気圧の変化を実感することがある。 


